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４年間の学びを、力に変える大学。 

  

  

 

 

地域連携センター 



 
 

皆様へ 

 

ここに平成 29 年度の敬愛大学地域連携センターの年次活動報告書を、お届けします。無事一年

を通じて業務を推進できましたのも、日頃のご協力と温かいご支援のおかげです。先ずはこの場を

借りて、すべてのステークホルダーの皆様に厚く御礼申し上げます。 

 さてこのセンターは昨年 4 月 1 日に発足しましたが、本文中でも触れておりますとおり、その前の約

６か月間を費やして、ＩＲ企画室（現：IR・広報室）室員であった塚越武美氏（現：法人運営室主幹）の

多大な貢献による設立準備を行った上での船出でした。塚越氏のおかげで、順調に組織運営をスタ

ートさせることができました。 

組織の所管業務は、組織規程に謳われているとおり、①産学官の連携及び地域・社会貢献に関

すること、②それまで大学運営室が所管であった生涯学習講座運営事業、③同じく学生支援室が所

管であった地域行事・ボランティア活動などの学生主体の諸活動、そして④地域連携に関わる大学

内の窓口業務の４つが、主な業務であります。 

センター長としては非常に有難く思っていることですが、持前のバイタリティと熱い志で、期待以上

の活躍をしてもらった藤森事務室長を学生支援室から異動発令いただき、縦横無尽、東奔西走のご

とく１年間を業務に邁進してもらったことを述べさせていただきます。その具体例をいくつか挙げます

と、先ず 8 月には「宮城ボランティア 2017」「英語教師授業力ブラッシュアップセミナー」を無事に実

現し、10 月には大学祭（敬愛フェスティバル）の一企画として開催した、本学で初めての「パラスポー

ツ交流会」を実施、さらに 11 月～12 月にかけては生涯学習事業の駅前センター拡張に関する学園

内決裁を取得（本年 4 月から 2 教室体制に拡大運営を開始しました）、1 月には千葉市内のほぼす

べての大学をお誘いしての「千葉市内大学間研究会」の実現、さらに年度末の 3 月には「千葉市長

と若者が語り合う会」への学生派遣を実現、などがあります。数え上げればきりがありませんが、初年

度とは言え、実にやりがいのある、意義深い業務が続きました。 

とはいえ限られたスタッフで運営している関係上、行き届かないことも多々あり、課題も多々同定し

てきました。これについては、平成 30 年度以降に改善されるように期待しています。 

大学の地域連携センターとしてスタートし、一年目の事業は無事終了しました。しかし学長・理事

長からは中長期的には学園全体の地域連携センターに組織拡大を視野に入れているとの指示もい

ただいています。この一年間の成果に甘んじることなく邁進してまいりますので、今後とも皆さまのご

支援、ご高配を心からお願い申し上げます。 

 

                             2018 年 4 月吉日 

                             敬愛大学地域連携センター長 

                               小阪 新造 

 



1. 沿革 

（生涯学習講座） 

平成 18 年 4 月 敬愛大学生涯学習講座の開講準備 

を、総務課（現：大学運営室）および 

メディアセンターにて開始。 

7 月 生涯学習講座募集開始、全 24 講座 

を開設。 

9 月 生涯学習講座開講、年度末までに延 

べ 751 名が受講。 

 平成 19 年 4 月 所管部署が総務課に変更。 

 平成 20 年 12 月 稲毛キャンパス新館（3 号館）の竣工 

に伴い、生涯学習教室（3301 教室） 

が設置される。 

 平成 21 年 4 月 事務分掌再編に伴い、所管部署名が大学運営室に変更される。 

平成 28 年 4 月 講座、受講者情報の管理および受講料収納の円滑化のため、受講料 

のコンビニエンスストアでの支払決済システム、セカンドアカデミー株 

式会社の運営基幹システム Smart Academy を導入。 

平成 29 年 4 月 地域連携センターの新設に伴い、所管部署を大学運営室から移管。 

 

（ボランティア活動、地域連携事業） 

平成 21 年 4 月 事務分掌再編に伴い、教務学生課学生係が学生支援室に改組。 

平成 23 年 3 月 東日本大震災が発生、有志学生によるボランティア活動が活発化。 

平成 23 年頃から 学生支援室において学生の正課外活動の活性化のため、ボランティア

活動や地域の町内自治会・商店街、稲毛区役所などとの関係を深めは

じめる。 

平成 23 年 9 月 教員主導による「宮城ボランティア」が開始。 

平成 27 年 3 月 キャリアセンターの主導で、千葉市の間で「地域経済活性化に関する 

連携協定」を締結 

平成 27 年 5 月 学生支援室内に、ボランティアセンターが設置される。 

平成 28 年 4 月 「宮城ボランティア」の主管が、ボランティアセンターに移管。 

平成 29 月 4 月 地域連携センターの新設に伴い、所管部署を学生支援室から移管。 

 

（地域連携センター事業） 

平成 29 年 4 月 地域連携センターの新設に伴い、大学運営室、学生支援室およびＩＲ 

企画室（現：ＩＲ・広報室）から関連事業を移管。 

なお地域連携センターは、IR・広報室と同様、学長直属の部署として 

設置された。  



 
 

2. 歴代管理職 

 平成 29 年 4 月 1 日 地域連携センターの開設に伴い、 

センター長に、小阪新造（前・法人運営室員）が就任。 

事務室長に、藤森孝幸（前・学生支援室主幹）が就任。 

 現在に至る。 

 

 

 

3. 組織 

  

 センター長 小阪 新造（IR・広報室長を兼務） 

 事務室長  藤森 孝幸 

 室員（嘱託） 安田 勝也 

 室員（臨時職員） 佐藤 真理子 

 室員（派遣社員） 尼野 綾子、 平野 綾子、 平山 奈保子 

   

なお生涯学習支援関係のため、生涯学習委員会（委員は両学部若干名）を設置している。 

 平成 29・30 年度は、経済学部 1 名（粟屋仁美教授）と国際学部 1 名（山本陽子教授）が各々の学部 

において選出されている。 

 

 

  



 
 

4. 地域連携センター 設立の経緯 

以下の①～④の背景から、学長・理事長の指導の下、平成 28 年 10 月から、学園法人運営室の小阪新造室

員と大学ＩＲ企画室（現・IR・広報室）の塚越武美室員が、地域連携センターの設置に向けた準備に取り組んでき

た。 

①学校法人千葉敬愛学園「基本構想 2014」 

重点基軸４項目中、第３項目に「地域との関わりを重視し、愛される学園運営をすること～地域の伴走

者」が挙げられた。ここでは「殊に地域との関わりについては、政府の注力する地方創生地域活性化

の観点から、地（知）の拠点として地域との連携を深め、地域に必要とされる存在となるように努めてい

く」と、学園の方針が明示された。 

②新中期経営計画（２０１５年度～２０１９年度） 

「基本構想 2014」に基づいて 2015 年度にロードマップの作成が行われた。 

③平成 29 年度部門別事業計画 

◆重要実施項目  

4. 地域との関わりを重視した取り組みを継続するため、地域と連動した諸行事や大学及び駅前 

学習センターを活用した事業を更に推進する。 

◆２０１７年度までの現状と課題 

   4. 生涯学習講座の拡充、稲毛駅前商店街との連携等、本学の地域連携は着実に前進した。本 

学のプレゼンス向上と社会的責務を具現化する全学的な地域連携組織の立ち上げが急務で 

ある。 

④平成２９年度文部科学省私立大学等総合改革支援事業が意図する、大学のあり方の明示 

 ◆タイプ２「地域発展」 

 地域社会貢献、社会人受入れ、生涯学習機能の強化等を支援 

 ◆タイプ５「プラットフォーム形成」  

各大学等の特色化・資源集中を促し、複数大学間の連携、自治体・産業界等との連携を進める 

ためのプラットフォーム形成を支援 

 

 これらを受け、主に大学運営室（生涯学習講座）と学生支援室（ボランティア活動、地域連携事業）が取り組ん

できた各事業を一元化し、平成 29 年度大学組織として、学長直属部署である地域連携センターが発足した。 

 

  



 
 

5. 地域連携センターの位置づけ 

①地域連携センター規程（平成 29 年 4 月 1 日施行） 

◆第 2 条（目的） 

センターは、敬愛大学の地域連携、地域貢献の総合窓口として、地域社会、行政、企業との連携

を深め、地域の発展に寄与するとともに、本学の教育研究機能の充実を図ることを目的とする。 

◆第 3 条（業務） 

センターは、前条の目的を達成するために次の業務を行う。 

（１）産学官連携及び地域・社会貢献に関する事項  

（２）生涯学習・公開講座に関する事項 

（３）地域行事・ボランティア活動等の情報統括に関する事項       

（４）地域連携に関わる大学内の連絡調整および窓口業務に関する事項 

②平成 29 年度部門別事業計画 

 ◆２０１７年度実施項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 
 

6-1. 平成 29 年度実績（生涯学習講座） 

① 講座数、受講者数 （ビジネス講座、公開講座を除く） 

＊取消：閉講講座およびキャンセルにより受講 

しなかった人数を指す。 

 

   講座の企画にあたっては、受講生の希望や志向を考慮して企画を行っているが、受講申込者数が一定の

人数を下回った場合、費用対効果の観点から閉講する講座がある。しかし閉講しないような講座の企画を地

域連携センターと講師との協議で工夫することで、開講率は平成 28 年度に比べ 9.1％上昇している。 

   他方平成 29 年度の受講者数は、年間で 36 名増とはいえ、概ね横ばいとなった。これは同じ講師の講座を

受講者が継続受講していることが主因と考えられる。つまりリピーターに支えられているものの、新規に受講を

希望する方を受け入れる容量（受け皿）が不足しており、稲毛駅前センターの教室拡大がない限り受講者数を

増やすことはできないということである。この問題を解消し、かつ本事業を更に発展させるため、平成 29 年度

は新たな駅前センターの物件を探す検討も行ったが、幸いなことに平成 28 年 5 月から入居中のこみなと稲毛

ビルで、床面積がより広い物件への転居をすることが叶い、平成 30 年度は教室を 1 つ増やし、2 教室体制で

より多くの受講者を受け入れることが可能になった。 

 

② 受講料収入 

 

一部の講座について、受講料の見直しを行った

結果、平成 29 年度は年間で約 100 万円の受講料

収入増加となった。 

（帝国データバンクから受託しているビジネス講座等の収入を入れると、約 2,700 万円の収入となる。） 

なお学園事務局と相談の上、平成 30 年度からは生涯学習講座の予算を収益事業化することとした。 



 
 

③ 生涯学習センター（駅前センター）の拡大 
上述の通り、市民の高い学習意欲に応えるため、平成 29 年 1 月にこみなと稲毛ビル 6 階（33.76 坪）から同

ビル 3 階（47.22 坪）に移転することをこみなと興産（株）と合意、同 2 月 28 日付で賃貸借契約を締結した。こ

れにより平成 30 年 4 月、同ビル 3 階に生涯学習センターを移転設置した。 

またこれを機に、生涯学習センターウェブサイトを一新し、豊富な講座の紹介やウェブ上からの受講申込み

手順の簡素化などを実現した。さらに紙媒体だけでなく、京成バスの JR 稲毛駅発着便（一日約 530 本）の車

内アナウンスでも生涯学習センターの広告放送を開始し、周知に努めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( https://lifelong.u-keiai.ac.jp/ ） 

 

④ 運営スタッフの見直し 

   生涯学習センターの講座開設時間はいわゆる「9 時 5 時」とはいかず、日によっては朝は 7 時 30 分から、

夜は 21 時すぎに及ぶものもあるため、直接雇用のスタッフでの運用が困難であった。そのため平成 28 年 10

月から人材派遣会社から 3 名の女性スタッフを派遣していただいてきた。 

これに伴う高い人件費を削減するため、平成 30 年度から 2 名のシニア短時間アルバイトを主に終業時間

にかけて雇用することとし、派遣スタッフを 1 名減じることとした。 

  



 
 

6-2. 平成 29 年度実績（ボランティア活動、地域連携活動） 

① 概要 

本学の学生は、ボランティア活動への意欲が高く、当センターが主催・斡旋する活動のみならず、大学

内外の諸団体における自主的な活動も多数行われている。また当センターの前身であるボランティアセン

ター発足時に決めた、ボランティア活動への単位認定不実施にも関わらず、よく相談に来てくれる。日頃

の積み重ねが評価され、学生のボランティアサークル 2 団体が学外の諸団体から表彰を受けたのは、大

変喜ばしいことであった。 

またボランティア活動だけでなく、地域連携活動にも熱心に参加する姿が見受けられ、それらの経験を

日々の正課活動、正課外活動にも活かしているのは、高く評価したい。 

地域連携センター発足と同時に取り組んだ新事業では、現役学校教師向けセミナーである「英語教師

授業力ブラッシュアップセミナー」は、主任講師である向後教授のご尽力により高い評価を得た。また千葉

市との連携で実現した「パラスポーツ交流会」（大学祭の中で実施）は、千葉市や競技団体はもとより東京

オリンピック・パラリンピック組織委員会からも評価された。 

さまざまな事業は

学内関係部署の協

力あってのものであ

るが、大学公式ホー

ムページはもとより

プレスリリース等で

効果的な広報をお

こなってくれた IR・

広 報 室 の 皆 様 に

は、特に記して御礼

申し上げたい。当セ

ンターが取り組んだ

活動のうち、新聞・

雑誌等への掲載多

数のほか、テレビ取

材 2 件、ラジオ出演

1 件は初年度としては十分すぎる成果であったといえる。 

 

    【写真】 

左   夕刊フジ 平成 29 年 7 月 26 日掲載 

右上 3 枚 JCOM 千葉 平成 29 年 10 月 16 日放送 

右下 1 枚 J-WAVE 平成 29 年 6 月 14 日放送 



 
 

② 主な事例 

◆パラスポーツの普及協力 

千葉市内でオリンピック 3 種目、パラリンピック 4 種目が開催される

のを機に、千葉市が推進する「パラスポーツの普及」に、敬愛大学

も全面的に協力。市、競技団体と連携して開催した「パラスポーツ

交流会」は、市と大学が連携して初めて行なわれたこと、また一般

来場者の多い大学祭で行われたことから、市や東京オリンピック・パ

ラリンピック組織委員会からも注目事例とされている。 

 

     ◆本学学生の区民対話会等への派遣 

区主催の「区民対話会」「大学生との意見交換会」に、稲毛区長からの

依頼を受けて本学学生を派遣。 

平成 29 年度の大学生との意見交換会では、「ちばレポ」（千葉市内で

起きている様々な課題を、ICT を使って市民がレポートすることで、市

民と市役所、市民と市民の間で、それらの課題を共有し、合理的・効率

的に解決することをめざす仕組み）、「文教のまちづくりを推進するため

の方策」（特に音楽とスポーツの側面からの意見交換）のテーマで行わ

れた。この企画には、経済学部金子ゼミ、公務員指導室の学生をはじ

め、公務員志望の学生等が毎回多数参加している。 

 

     ◆稲毛区、稲毛区内町内自治会活動への参加 

・稲毛区民まつり  学生が実行委員会に参画 

・区内大型イベントの参加 稲毛せんげん通りまつり、 

稲毛あかり祭「夜灯」 等 

    ・町内自治会、商店街、コミュニティセンター事業への参加 

穴川町会、穴川商栄会、小仲台商栄 

会、シャルム西千葉自治会、稲毛東 5

丁目自治会 等 

    ・区等主催行事への参加 穴川コミュニティセンター避難所開設・ 

運営訓練 等 

 

     ◆宮城ボランティア 2017 

「見て、聞いて、話して、そして繋がって」をテーマに、8 月 6 日～8 日の 2 泊 3 日で開催、本学学生 19 名

と本学系列校の敬愛学園高校生徒 1 名が参加。第 1 回から続く尚絅学院大学（宮城県名取市）とのご縁

で、今年は聖学院大学（埼玉県上尾市）も加わってのボランティア学習会が実現。また初の試みとして、宮

城県内だけでなく福島県内でも活動を実施した。（別途報告書あり） 

 



 
 

     ◆英語教師授業力ブラッシュアップセミナー 

国際学部に向後教授が着任したことを契機に、生涯学習の発展形として

企画。「これからの中・高英語教師に求められること～学習指導要領の改

訂を控えて」をテーマに、向後教授による基調講演に加え、高等学校 2

名・中学校 1 名の教員を招いて授業実践を披露していただいた。 

千葉県内を中心に参加者はのべ 91 名にのぼった。首都圏はもとより遠く

は高知県からも参加者があり、向後教授の講演や先進的な授業実践に大

いに学ぶ機会を提供することができた。 

 

     ◆神崎町との教育活性化に関する連携協定の締結 

敬愛大学では平成 27 年 2 月に佐倉市、平成 27 年 3 月に千葉市

と包括連携協定を締結しているが、国際学科（英語科指導法）の井

上特任教授の取り組み（神崎町の小学校での英語教育活動支援）

を後押しするため、新たに神崎町と教育活性化に関する連携協定

を締結する準備を行い、平成 29 年 12 月 14 日に神崎町役場で締

結式を執り行った。 

 

     ◆「若者と市長が語り合う会」への学生派遣 

千葉市こども未来局が淑徳大学に委託して進めている「千葉市こ

ども若者市役所」の取り組みの一環として企画され、「東京オリンピ

ック・パラリンピックに向けて、私たちができること」のテーマで熊谷

俊人市長や他大学の学生たちと意見交換を行った。 

敬愛大学からは平成 29 年 10 月に大学祭「敬愛フェスティバル」で

開催した「パラスポーツ交流会」の運営に関わった学生 2 名が、運

営者・参加者の経験から学んだこと、また 2020 年のオリンピック・パラリンピックへの機運醸成に必要と考え

ることを発表、各大学からの発表後は熊谷市長の進行で意見交換を行い、様々な気づきを共有した。 

 

     ◆「千葉市内大学間研究会」の発足 

地域内における大学間、行政や産業界と連携した教育研究の事例が注目され、多くの地域で取り組みが

進められていることから、淑徳大学、敬愛大学、神田外語大学が発起人となり、千葉市内の大学において

複数の大学で連携すること、千葉市や市内外の民間企業者とも連携を図っていく地域プラットフォームを

立ち上げることをめざし、千葉市内大学間研究会を立ち上げた。 

第 1 回研究会は平成 30 年 1 月 29 日に淑徳大学にて開催、発起人を代表して淑徳大学（矢尾板俊平地

域連携センター長）の進行で各大学の取り組みを共有すると同時に、千葉市役所政策企画課から講師を

招きし、意見交換を行った。 

 

 



 
 

     ◆学生ボランティア団体の表彰 

 ボランティアサークル ちばくりん敬愛支部 … 千葉市を美しくする会 会長表彰（平成 29 年 4 月） 

教育ボランティアサークル Iris … 一般財団法人学生サポートセンター学生ボランティア団体表彰 

いずれも地域連携センターが窓口になり、各団体に繋いだ結果である。 

    ちばくりん敬愛支部     Iris 

 

 

 

7. 今後の展望 

   平成 29 年度末に小阪センター長と藤森室長で意見交換を行い、平成 30 年度の組織目標および職責表を以下

の通り定めた。 

 

     （組織目標） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人員増の要望が実ったことを受け、限られたリソースを最大限有効に使い、与えられた環境の下、最善の組

織実現をめざす。具体的には、 

1. 学生のボランティア意識の涵養により一層努め、正課外におけるボランティア学習の機会をより多く提

供する。特に「宮城ボランティア」と「東京オリンピック・パラリンピックの機運醸成」の充実に努める。 

2. 拡張した生涯学習センターの事業に関し、採算を可能な限り単年度黒字にすることに引き続き注力す

る。同時に「地域の伴走者」として、人生 100 年時代によりふさわしい事業内容を実現する。 

3. 所管業務に遺漏無きよう業務品質の向上を図るため、室員一人ひとりが更なる自己啓発に努める。 

4. 学内の他部署はもとより、学園傘下の各学校や学外の関係機関とのコミュニケーションの充実に一層努

め、事業の充実を図る。特に所管業務の中で、文部科学省「私立大学等総合改革支援事業」タイプ 5

の申請、採択の実現に注力する。 

（補足） 

２年目の立場としては、１年目同様「大学の」の地域連携センターとして最大限機能させるものの、理事

長・学長から１年目の期中に与えられた中期的な目標である、「学園大の地域連携業務を行う組織」への

将来の発展的組織拡張の準備も行う。即ち、「オール敬愛」の地域連携業務部隊として機能するための

布石を打つ。 



 
 

    （職責表） 

 

自己点検・評価委員会で取りまとめる年報では、「課題 9：社会連携・社会貢献」に、次の 3 点が次年度への課題

として挙げられている。 

（1） 新設された「地域連携センター」を直接所管する委員会がないため、運営委員会を設置すること。また

それによる社会貢献活動への教職協働強化を行うこと。 

（2） 生涯学習センターにおける専任教職員による講座設置を強化すること。 

（3） 弾力的な職員の配置変更により、主務者以外の若手・中堅職員にも実務の継承を行うこと。 

平成 30 年度はこれらの課題を克服すると同時に、他部署、他大学、関係機関と連携して、より深みのある地域連

携活動の実現に努めたい。 

 

以上 

 



地域連携センター　事業報告　（平成29年度） 敬愛大学地域連携センター

【主催事業】

カテゴリー 事業名 時期 関係機関  参加人数

宮城ボランティア2017 8/6～8 尚絅学院大学、聖学院大学、仙台市危機管理室他 20名
（高校生1名含む）

英語教師授業力　ブラッシュアップセミナー 8/22・23 千葉県教育委員会、千葉市教育委員会、
千葉県私立中学高等学校協会 91名

パラスポーツ交流会 10/14 千葉市オリンピック・パラリンピック推進課、
千葉市障害者フライングディスク連盟ほか 62名

いわきボランティア学習会 11/4・5 ゆうゆうファーム、薄磯区会、薄磯復興協議委員会 11名

敬愛大学と神崎町との
教育活性化に関する連携協定締結 12/16 神崎町教育委員会 －

継続中事業 千葉市内大学間研究会 継続中 淑徳大学、神田外語大学、他 －

【活動を紹介し、学生を派遣した事業】

カテゴリー 事業名 時期 派遣先 派遣人数

生活保護世帯、生活困窮家庭の中学生に
対する学習支援事業 通年 千葉市保健福祉局 保護課 12名

知的障害児童の課外活動支援 3/20 社会福祉法人恵泉福祉会「マナの家」 1名

まちスポ稲毛 通年 NPO法人 まちづくりスポット稲毛 2名

こどもカフェ 通年 NPO法人　VAICコミュニティケア研究所 4名

子育て支援ステーション ニッセ 通年 子育て支援ステーション ニッセ 1名

稲毛区長と大学生の対話会（第1回） 7/5 稲毛区地域振興課、千葉市広報広聴課 7名

稲毛せんげん通りまつり 7/14・15 稲毛せんげん通りまつり実行委員会 60名（2日間延べ）

稲毛東5丁目自治会 盆踊り 7/29・30 稲毛東5丁目自治会 10名

避難所開設・運営訓練 9/4 穴川コミュニティセンター避難所運営委員会、
千葉市稲毛区役所 地域振興課くらし安心室 8名

ハロー！でいさく2017 10月21日 社会福祉法人千葉市手をつなぐ育成会
（地域生活支援センターふらる、でい・さくさべ） 1名

第12回稲毛あかり祭「夜灯」 11/19・20 稲毛あかり祭夜灯実行委員会 60名（2日間延べ）

ENGLISH CAMP 11/3・4 大網白里市教育委員会　生涯学習課 1名

稲フェス2017 11/19 稲毛活性化プロジェクト「いいね稲毛」 8名

稲毛区長と大学生の対話会（第2回） 12/6 稲毛区地域振興課、千葉市広報広聴課 7名

第6回とみさと市民活動フェスタ 2/10 富里市　市民活動推進課 3名

千葉市長とのランチミーティング 3/7 千葉市 1名

若者と市長が語り合う会 3/18 千葉市、淑徳大学、神田外語大学、
帝京平成大学、千葉経済大学 2名

Gakuvo復興支援（福島県いわき市） 5/19～21 日本財団学生ボランティアセンター 2名

千年希望の丘植樹祭2017（宮城県岩沼
市） 5/24～27 公益財団法人 鎮守の森のプロジェクト 1名

平成29年度
大学間連携災害ボランティアシンポジウム 12/16 大学間連携災害ボランティアネットワーク　他 2名

⑥その他
ボランティア

平成29年度千葉県学生ボランティアミーティン
グ 2/12 千葉県社会福祉協議会

学生ボランティアミーティング実行委員会 12名

【学生が自主的に活動している事業】

カテゴリー 事業名 時期 関係機関 参加人数

①教育支援
ボランティア

教育ボランティアサークル　Iris 通年 千葉市立高浜第一小学校、高浜ショッピングセンター 60名

②地域活性化
ボランティア

ボランティアサークル　 Love and Action 通年 NPO法人日本ファイバーリサイクル連帯協議会
（JFSA） 25名

④大学横断型
ボランティア

ボランティアサークル　ちばくりん敬愛支部 通年 千葉市廃棄物対策課、千葉大学、神田外語大学 12名

①教育支援
ボランティア

③災害復興支援
ボランティア

②地域活性化
ボランティア

実施済み
事業
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